
 

「最高の景色」                

校長  倉本 敦 

「俺にとっての『最高の景色』は見せ

てもらった」 ワールドカップでブラジ

ル代表に惜しくも敗れた森保一監督が

選手たちに掛けた言葉です。後半アディショナルタ

イム残り 1分で失点するという、とても悔しい敗戦

でした。それでも、監督が最初に選手へ伝えたの

は、叱責ではありませんでした。「１回１回、本当にき

ついところを『凡事徹底』で頑張ってくれた。一戦

一戦、戦ってきてくれた。それを選手もスタッフも

全員がしてくれた。俺にとっての最高の景色は見せ

てもらった」 

  私は、この言葉に心打たれました。勝敗ではな

く、その過程を見つめる眼差し。結果ではなく、生

き方を認める眼差し。これこそ最高のリーダーの眼

差しなのだと思いました。 

  そして、この言葉を聞きながら、ふと、東っ子た

ちの今学期の姿が浮かんできました。「授業で真剣

に考える姿」、「修学旅行や職場体験、生徒総会な

どの学校行事に主体的に取り組む姿」、「部活動に

情熱をかける姿」、「委員会活動や係活動で、誰か

のために黙々と役割を果たす姿」、「感じのよいあ

いさつ」、「丁寧に揃えられた履き物」「整理整頓が

行き届いた教室」「友だちを思いやる一言」うまく

いった日もあれば、うまくいかなかった日もありま

した。涙を流した日もあったことでしょう。それでも

179人の東っ子一人一人が、自分なりに前を向

き、一歩ずつ成長しようとする姿を見せてくれまし

た。私も、この一学期、179人全員から「最高の景

色」を見せてもらいました。 

  もちろん、課題も山積しています。自分の好きな

ことには全力を注ぐけれど、苦手なことや嫌なこ

とからは逃げたくなる。思うようにいかないと、

他人や環境のせいにしたくなる。それは子ども

たちだけではなく、私たち大人にもある弱さで

す。                               

 

しかし、人から信頼される人とは、失敗しない人で

はありません。苦しいことから逃げず、言い訳をせ

ず、自分に矢印を向けられる人です。その積み重ね

が、人としての信用を育てます。だから、私たち大人

は、子どもたち以上に、自分自身に問い続けなけれ

ばならないと思います。「はたして私は、子どもたち

に見せたい「最高の景色」を生きているだろうか」や

るべきことから逃げていないか。他人や環境のせい

にしていないか。凡事徹底はできているか。子ども

は、大人の言葉以上に、その生き方を見ています。 

  明日から夏休みです。生徒たちの今日の表情を見

ていると、私の心も、「夜の踊り子」の歌詞のように

♪跳ねた跳ねた 僕は跳ねた 小学生みたいに♪

と、年甲斐もなく、ワクワクしてしまいました。子ども

たちは学校を離れ、それぞれの家庭へ帰り、地域へ

帰ります。どうか、子供たちに「最高の景色」を見せ

てあげてください。「約束を守る大人の姿」、「人を思

いやる姿」、「感じのよいあいさつをする姿」、「施し

を受けたことに気付き感謝の気持ちを表す姿」、「感

性を磨き続ける姿」その背中こそが、子どもたちに

とって最高のロールモデルになります。そして、当然

のこと、「私自身もその一人でありたい」と、強く思っ

ています。40日を越える長い長い夏休みになりま

すが（ちなみに教職員の夏季休業は 4日間ですが・

・・）、夏休み明けには、ひと回りもふた回りも成長し

た 179人の東っ子と再会できることを心から楽し

みにしています。 

  保護者の皆さま、地域の皆さま、一学期間、本校

の教育活動を温かく見守り支えていただき、心より

感謝申し上げます。ありがとうございました。「愛」と

は、甘やかすことではありません。その子の未来を信

じ、時には厳しさも含めて寄り添い続けることです。

これからも、学校・家庭・地域が、それぞれの強みを

生かしながら、それぞれの立場でできることを

積み重ねてまいりましょう。東っ子たちが、真

夏の大冒険を通して、多くの「最高の景色」と出

会えることを願っています。 
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 学校生活をよりよくしたい！【生徒総会】 

 

 

 

 

 

 

 

東っ子が、地域を盛り上げます！【土曜夜市】 

 

 

 

 

 

 

  

  

 二学期に向け、始動！【体育祭】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も、土曜夜市の季節がやってきました。本校から
は、３４名の生徒がボランティアとして参加する予定で
す。初日の１１日（土）、生徒たちは、焼きそばやポッ
プコーン、ゲームコーナー等のお手伝いに意欲的に取り
組んでいました。また、吹奏楽部もすてきな演奏で夜市
を盛り上げました。第２週目以降も、ボランティア生徒
たちが大活躍してくれること間違いなしです。 

そして、第３週目には、２回目の試みとなる、『東中
生徒の企画・運営によるワークショップ』の開店です。
事前に人絹町商工連の皆さんにも、お仕事の合間を縫っ
て話合いに参加していただき、貴重なアドバイスを生徒
たちにいただきました。生徒のために、学校のためにご
尽力いただいていることに心より感謝申し上げます。当
日の様子については、次回の学校便りでお知らせする予
定です。 

 ２日（木）、学校生活をよりよくすることをめざす、 

生徒総会が行われました。テーマは「東中学校生の言葉 

遣いと態度をレベルアップするためには」でした。生徒 

たちの事前の学級討議や生徒会作成の動画、議長のスム 

ーズな進行もあり、非常に活発な議論が行われました。 

話合いの内容は「よりよい言葉遣いと態度についての三 

箇条」にまとめられます。生徒たちが自らの学校生活を、 

自分たちでよくしていこうとする取組はすばらしいです。

２学期の学校行事に必ずつながることでしょう。 

 

 

 

 

９月２６日（土）の体育祭に向けて、実行委員会が発

足しました。各学年の委員は次のとおりです。隊の団結

や体育祭の成功のため、惜しみなく力を発揮することと

思います。活躍を楽しみにしています。 
 

＜実行委員長＞村本 琴音、篠原 桜虎 

＜７年実行委員＞伊藤 颯太、辰川 慶志 

亀田 彩葉、篠原 梨愛 

＜８年実行委員＞礒本 瑛晨、海老原然路 

石田 彩莉、白石結浬奈 

＜９年実行委員＞ 本 悠生、岩岡 咲和 

       末光 莉乃 

本日をもって１学期終了となりました。 

保護者ならびに地域の皆様には、大変お世話

になりました。いよいよ明日から、夏休みが始ま

ります。生徒には、やるべきことを疎かにせず、

日頃できないことに挑戦したり、家族とともに

素敵な思い出を作ったりする等、長期休業を有

意義に過ごしてほしいと思っております。ご家

庭や地域でも、ご指導をお願いいたします。 

なお、岩国市では、夏季休業中に市立小・中学

校の閉庁日を設け、学校運営の改善や省エネル

ギー対策等を図ることとしており、今年度は８

月 10 日(月)・12 日(水)・13 日(木)・14 日(金)

を学校閉庁日としています。その間の連絡は、岩

国市教育委員会を通して学校長へ連絡が入るよ

うになっています。緊急時などは、岩国市教育委

員会学校教育課（電話：0827-29-5203）へご

連絡いただきますようお願いいたします。 

日 曜 行事など 給食

1 土

2 日

3 月 教職員AED研修　校内研修

4 火

5 水

6 木
ひがし学園合同研修会兼学校運営協議会13-16

SC来校(終日)

7 金

8 土

9 日

10 月 ※学校閉庁

11 火 ※山の日

12 水 ※学校閉庁

13 木 ※学校閉庁

14 金 ※学校閉庁

15 土

16 日

17 月

18 火

19 水 企画委員会　運営委員会　校内研修

20 木 校内研修

21 金 綱紀保持研修　職員会議　職員作業

22 土

23 日

24 月 校内研修

25 火

26 水 校内研修

27 木

28 金 登校日AM　SC来校日(終日) ×

29 土

30 日

31 月
始業式　習熟度テスト9年　明けテスト8・7年
教育実習(音楽〜9/11)

○

8月の行事予定    (※7/10現在のものです)


